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寄進状より見た葦名氏の禅宗信仰について
（一
〉
栄凶の鎌倉行
化に
よって力稲寺が建立され
、
述仁
二
年には頼家
の
本師、によって京都五条に詑仁守が草
制
された。然しこれによっ
て純粋禅が到来したということではなく
、闘
一民道隆・大休正念
・
冗奄普竿・無学祖元などの宋朝僧の米朝によって、
は
じめて鎌介
における の布教の道が聞け
、時制・時
宗父子によって禅林
が整備され
、
自づからも熱心な求法者となったことが鎌介に純粋
禅の伝来したことを意味するものである。
蘭渓の米朝より
、冗
奄の帰附するまでの聞に内頼は述
長
l刊 な
創
建
し 、
蘭渓
・
円悩
・悟空
・
冗奄
などに参
じて問
答阿量に務め
、
一JM
訟を絶する
境地を求めた
が
、政永
一五年十一月
に は
蘭
渓を戒
川とし
て最明寺に於て落髪受戒している
。
この時に際して結城氏（判広
・
盛時
・
時速）二階堂氏（行泰
・
行制
・ 行 忠 ）
芳名氏（光出
・
盛
時・
時述）の三氏
三
兄弟九名が時頼に倣って落髪受戒したが
、
彼
等
も時
頼と
同じ心
境に注したというのではなく
、
幕府に対する二
心なきを
表明する忠誠
心の
発露と
、
時頼
の
求法参禅の様子を身町（
寄進状より見た葦名氏の禅宗信仰について〈葉貫）
一」
来
磨
哉
貫
似てみ
仁い気分に郁立られ
、
来ては幾重にも械を政らベた七九主伽
肢を眺めた彼等は
何時し
か自己の木賞にも伽院を草創
し、礼
拝供
養する 倣的信仰
心
へと発肢したの更に弘安七年四月に時宗が
出
家すると
一 千 公
時・
平時民
一 ・
平 山 川
一房
・
安達泰盛
・
長井時秀
・
佐々木
（成）（城）
氏仇・宇
都
官 対 綱 ・ 藤 原 現 致 ・ 一 一 一 荒
川 倫 経
・
時涼長
以・藤原
時
MA
・ 二
附常行有・
1
陪 並 行 白 川
・
二附堂行対
・ コ
附唯一行頼などの一評定・引
什
一向
衆の奉行
人十正人が
落髪し〈
1
）
、
時頼の場合より六人の増加
が比られる。この様に見ると正公
一 一一年八月のれ時の
山
家に際
しで
も幾
人
かの御家
人
が行動を共に
し
たのではなかったか
、
それと
い
うのも点時
十
三
回忌の仏恨には
、北
条氏一族をは
じめ
多くの
御
家
人も
参
加し、大々的に行われ
た所を見ると
御家人の仏年勤行も身
に付いて来た様にも見られるからで
あ る 。
的
て
時頼と共
に
山 山 家 ヴ 一 戒 し
た 主 将 名
氏
や結城
氏なども校倣的信仰
から造寺造仏の形式
的信仰
となり
、
禅宗とは従米の旧仏教とは異
った新仏教としての知識 新しいものへ 陥れとなり
、
従来の礼
拝供養的なわ
仰
を時頼
・
時宗などの例に倣って禅僧に置き換えた
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に過ぎなかったと思われる。然しながら信仰心の有無またはその強弱を判断することはあまりにも困難であるが、造寺造仏・所領寄進・五山禅僧の一招聴などの行為は信仰心より生じた結果であると解釈すれば彼等にも柳かの禅宗に対する を持ち合せていたということになる。次に以上 様な観点から翠名氏の禅宗信仰について見ること する。
（1
）『関東評定伝』
（ 一 一 ）
葦名氏の禅宗信仰とはいっても光盛から盛重までの陪代宗主が
その帰依者である訳けではなく、視が帰依者であれば子も た親に倣うという習性もない。従って現の信仰と子の信仰が異質な場合もあるため、反面は却って自己の持つ信仰心には江戸時代以来の檀家制度の如き、 慣と惰性の信仰態度とは白づから異り、個人の持つ信仰心には或る程度の純粋性が保 されていたと見られる。先、ず萱・名氏の系図を掲げると次 通りである。
義連
l
盛連！光盛
l
泰盛
l
盛宗
l
盛員
l
ー高盛
設ー盛満
盛興
盛1主久
直
盛
盛政
l
盛信
1
盛詮！盛
v日 川
盛舜！盛氏
%0t 
15$: 
下屯王丸
H
盛 重 （ ト ）
葦名氏は相模一二浦氏の流れを汲み義連を祖とし、後ち佐原と改
め、頼朝の奥州藤原泰衡を撃つに功あって会津四郡を賜？にといわれる（
2
）然しながら『五日妻鋭」には何んらの記事も見当らない。
ただ承元一五年六月二十四日の条に「和泉・紀伊両国守護者佐原十郎左衛門尉義連職也とあって嘗って和泉・紀伊両国の守護たることのみである。その子盛連については「矢部禅尼鰐一賜和泉国吉井郷御下文、者前遠江守盛連依令譲附也、彼御下文五郎時頼被
（ 泰 時 ）
持向三浦矢部別庄云々、是駿河前司義村娘也、始為左京兆室生故（ 時 氏 ）修理売、後為盛連室為光盛・盛時・盛運等母一五々」（
3
〉とあって
三浦義村の娘は泰時に嫁して時氏を生み、後ち盛連に再縁して光盛・盛時・盛連を生んだと たならば時氏 と光 ら 兄弟は同腹の間柄であり、光盛らがそ 子時頼に示す関心は大きかったに違いない。そしてまたこの様な関係が時頼の出家に際して「年来無弐、斯時思名残之余忽顕此士山」となっ 表れる 至ったものと思われる。然して以後の光盛らの禅宗信仰の様子は詳かでない。ただ「但皆被行自由之過、可止出仕之由」とあって の子泰 、時速の子頼連らがこれに代っ 出府していることは『吾妻鏡』の記事によって伺われる（
43
然して光盛の信仰態度がその子泰盛
に影響する所があったか、北条氏の信仰態度を身真似たか 晩年の泰盛は弘安十年に鏡堂覚円を自己の本貫に招轄し、興徳寺を創してこれに住せしめた（
5
）
0
鏡堂は会津に下向して翠・名氏と
一族のために禅法を説いたが、正応一一一年には相州円覚寺 公帖を得て入院した（
6 u o
従って後性は弟子寿峰義躍によって受け嗣が
れる結果となっ 。泰踏の子鴎宗 宅 と環渓派よりは寧ろ新たに移附した大光派との関係が緊密ではなかったか、入元帰朝し
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、復庵宗己は葦名氏の家臣富田祐義の帰依によって会津に実相トザを開いて鼻祖となったが（
7
）、葦名氏の外護も少なからず作用して
いたのではなかったか、盛宗の法名をして実相寺殿泰厳雲興大禅定門とある所を見ると、盛宗が大光派に対して無関心であったとは思われない
。文和三年に
仏殿・本
尊
・地蔵・山門・経
蔵
・ 僧
堂等
を造
営
したとい
う が （
8
〉、この様な
殿堂重修などの際にも葦名氏
の庇護なくして
一 大
叢林の容をなすことは不可能ではなか
っ
た
か、盛宗の法名がこれを伝える唯一の史料であるかの様に見られる。そしてまた
俳人泰盛の牌を実相寺に納められている所を見ると
大光派への帰依がこの様な結果を斎したのかも知れない
。
或は興
徳寺に二十四宇の檀那塔が存在したが泰盛の塔が何れなるか判明しない
。彼等
は菩提
寺とか
氏寺的感
情より模倣的修養参禅が主旨
であったから泰盛の塔 有無
等は別問題なのかも知れない。また
盛宗は耶麻郡綾金邑に観音堂を建て、僧房二十余宇をも建立したというがその遺跡は詳かでない（
9
）
O
盛宗の子盛員は衰微せる北条氏と共に腰越に尊氏の軍を迎えて
討たれ
（m
）、興徳寺公界に
正
伝庵を創されて詞堂とした
。
法名は
正伝庵月浦道円大禅定門と う立て禅宗信仰 態度については不詳である
。
盛員・
高盛父子討死の後に高盛の弟直盛が家督を嗣い
た 。
直盛
は康暦元年に全津に帰り至徳元年には府城を築き鶴城と名づけ城下を黒川と称したという
（口 ）
O
然
して会津に帰った直盛は小田村
（現在若松市）に宝積寺を草創した。住持は鎌倉 叢林より招轄しと見られるが如何なる法流なるか詳か ない。『
会津
旧
事雑考
』
寄進状より見た葦名氏の禅宗信仰について（葉貫）
は盛員室が盛員・高盛父子の鎌倉に戦死するを悼みて宝積寺を建立したといわれるが、高成田 弟直盛に至っても父兄を悼む気持には変り なかったであろう
。
この外に直接は義連随身の千手観音
を奉じて石塚観音堂を創するなど直盛 信仰心の一断面は伺える 〈 臼
） 。
これら葦名氏も天下の情勢を察してか盛員・高盛は北条
氏に、弟直盛は尊氏に随い、何れが敗れても葦名の滅亡を防ごうと計ったと見られる。直盛は室町幕府も一応の安定を見せた康暦元年に会津に帰国したことは既に述、へたが、直盛の帰国以前に直盛の子詮盛は本貫にあっ その留守職を預づかっていたと見られる
。
それは直盛帰国以前の康安
二年四
月に会津郡下荒居村宝寿寺
に洪鍾一口を寄進し、応安二年には大光派たる実相寺に勝満寺領を寄進しているからであ 。宝寿寺洪鐘は後年 蒲生氏による恵倫寺に移されたがその銘に
奥州会津郡下荒居村康寧山宝寿禅寺、洪鍾一園、住持恵静檀那
左金五口盛久大工長広康安壬寅年仲呂日（
M
）
とあり、詮盛は初名を盛久といい、左衛門尉であったことは次
の文書で明らかである。
奉寄進実
相
寺長老可被早領掌陸奥国会
津郡加納荘揺一内上
野村勝満寺領田畠事右以彼寺務職所寄進之也、者任先例可有御知行状如件
応安二年二月二十七日左衛門尉詮盛
（日 ）
とあって実相 長老 は四世義海であろうか、詮盛は勝満寺領
を寄進している
。
そしてまた「以彼寺務職」とある所を見ると、
勝満寺領の年貢所当を管理する庄官的な地位を持つものと思わ
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れ、大光派の禅僧が勝満寺住持に任命され実相寺との聞に本末関係が生ずる。すなわち勝満寺領が寄進されることによって、勝満寺が大光派の禅院と化することは取りもなほ ず大光派の発展である。この様なことは五山派の地方発展と類似している
。
玉村竹
二氏はこれについて次の様に説明する。五山、派の法系に連なる人は地方にあっても積極的に周囲の人々に働きかけなく、五山の末寺と
して指示と庇護を受け、
寺領荘園の管理事務を行うのみで地
方の人 接触する とがな （想。品川って一旦所領を失えばその禅院の立つ慕盤は失われ廃寺への運命を辿らざるが一得たい。のち勝
、満寺領は何者かに横領せられたのであろうか、一附領を失った勝
満寺は住持の常住を必要としなくなり、荒廃の
一
途を辿ったが源
翁派の涼奄慶樹が永正元年に重修し 源翁 へ 三転した。
応安二年の勝満寺領についで康暦二年に再び
詮盛は実相寺に所
領を寄進している。
奉寄附大会津郡東団連内阿弥陀堂事右於当寺者為実相寺末寺所奉寄附也、御領知不可有相違例於祈祷者守先例可被致之状如件弾正少弼託盛（口）
康暦二年三月九日
とあって阿弥陀堂とこれに伴う所領を 進して る
。
そしてま
た先に掲げた勝満守が旧仏教に属する寺院より、禅院へ左変化
L
たことから、阿弥陀堂も当然禅院となるであ
ろう
し、本末関係が
生ずるであろうとの推測が働いていたことが知られる
3
すなわち
阿弥陀堂を指して「右於当寺者」といい、「為史料寺末寺」といい、「御領知」といい、
所領と堂子、とが同時に寄進されるこし
ιに
守、， 
二四
よって発展への道を歩んだ
。
この様な形成発展を示すものを仮に
所領的外護による禅院
、 と 呼 ん で
おこう。
次にこれに類似する史料をもう一度見ょう。差出
人
は詳かでな
いが葦名一族であることは間違いないと思われる
。
ム本寄進奥州会津大沼郡之内橋爪村高蔵寺観青堂同職免事右於彼堂一汗堂職免者依有志門田実相寺所奉寄進也、為
E
祖母
且亡父菩提臨為末代敢不可子細仰寄進之状如件
応安四年四月九日兵部少鞘盛代（路）
とあって勝満
寺領
の翌々年に盛代によって観音堂とその職を寄
進されている
。
この様な例は葦名氏の外にも散見出来る。
陸奥開会津大沼郡矢木沢村内福泉寺別当職事
（ 之 ）
任大弐法橋成慶之寄進状旨於古文相寺末寺可致沙汰状如件
点治五年七月十七日前伯番守武連（刊）
とあって武連によって稲泉寺
別
当職が寄進されたが武連なる者
については詳かでない、また成慶の寄進状も存在しないことから武述のま川進する理由も明確でないが恐くは先
亡の
苔提の為であろ
友 ノ
。一向泉寺別当職女寄進された翌年にまた
も実相寺
は末寺の寄進を
受けているコ
春先山進実相 院奥同大会津郡石塔村内薬師品五位田＃半在家一
三 円 己 パ ト
九
下
J 1
右所者為守一相土寸末寺、十キ寄附之処山
刊し 、 れ い 九
府
越前入選性観例、
不可 相泣之状如件
、
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貞治六年九月二日沙弥義一へ却）
とあって禅院維持の基盤は確立し、大光派の宗団形成も順調な
仲良を示したものと思われる。これまでに寄進された末寺を総合して見る之、勝満ヒマ・一耐泉寺別当職・薬師堂・阿弥陀堂・観音堂などであり、これらは何れも所領を伴っており、これら末寺の住持は大光派たる実相寺住持 命に従い、年貢所当を微収管理する庄官的 立場にあったと忠われる。これら所領をもっ末寺の外に佐原十郎高明・左衛門尉基清・三善康秀・左衛門尉氏盛・大葉市万左衛門景兼・平井次郎三郎明秀・浄仙尼などが康安・貞治 康暦年間にそれぞれ所領寄進を行っている（号 然しながら大光派発展の基をなした富田氏に至っては一歩の地も寄せて ない。それは富田氏の所領が富田村近郊（郡山市）で府城若松からは遠隔であるため、取り集められた年貢の一部 寄ぜる現物的庇護によったためではなかったが、何 にしろ大光派 る実相寺は実名氏の信仰態度がその家臣に及ぼし主従あいまって盛りたてた禅院
L
し
いつことになる。これら所領寄進をされる禅院の外に、全く下回附民の帰依を容易 らしめ、これら庶民の共同の外護による禅院があった。それはこの期に至って漸く地方発展の一気運が熟し 洞門派下の源翁派であ 。これら源翁らの 兎 期には五山 がすでに地方領主や豪族との聞に師情関係が前ば ていた。会津於ても環渓派と翠名氏という様 例外ではなかっ し、下町名家臣団は大光派との関係が成立していたこと す に見 通りである。のっ これらの中に門派を形成する は対象人 より下回に求め、特定の檀越 同等の庇護を多くの下用民より受けようとす
寄進状より見た葦名氏の禅宗信仰について（実貫）
るには宿教的千段を巧に用い、現世利益的祈祷主義をも不本意ながら以入れざるそ得ないのは林下の宿命的な形成であったし、多少とも禅宗本来の宗旨
z d
変 －
t
ぜざる守得なかった。この様な源翁
派の示現キに対して詐慌の子盛政 下利根河村の知行分を寄進して い る 。
陸奥国会津耶麻郡内下利根河村猪苗代本知行分事熱塩示現寺奉寄進所也、早守先例可被致沙汰之状如件
応永二十九年二月九日修理大夫（花押〉（幻）
これら下利根河は獄苗代氏（三浦氏）の知行地であったが盛政は猪
苗代盛親の養子となって受けつがれた旬地を示現寺に寄進し、養父盛親の菩提の為としたのであろうか、寄進された示現寺は年貢管理の芹一丙日を派遣 であろうし、最初は源翁派の禅僧がこれにあたったのかも知れない。
陸奥会津耶麻郡内下利根河村事任応、水二十九年二月九日御寄進状同御施行等旨 下地於渡付示
（ （ リ
h
）
現寺代管候果、以此旨可有御披露候、恐憧謹言
応永二十九年二月十一日沙弥心高在判
進上御奉行所（幻）
とあり、示現寺代官との聞に事務引継が行はれた。この様に源
翁派への関心を示したかの様に見られるが卒去ののちは興徳寺内に福禄寿院を創されて詞堂とし
ρ
これら葦名宗家の外に一族の
中にも環渓派たる興徳寺に対する帰依者があった。葦名満盛 どぽそれであろう。興徳寺鍾銘に
日本国奥州路会津県瑞雲山興徳禅寺大鐘
二五
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応永
一 一
十三
年丙中六月十五日
鋳造
住持審中史謹銘大橋那沙弥佑仁円乗公）とあり、沙弥祐仁は直盛の子満盛である
（号。これらもまた明
か宗家に倣って興徳寺との関係を持ち続けたものと思われる。住持審中貞察については何時頃より会津に下ったかは詳かでないが前記の鍾銘より左程遠くはないであろう。鎌倉諸山疏に
相城諸山奥州会津瑞雲山興徳禅
寺
、廼大円禅師創
業之地也
、
安衆優裕叢規粛整蔚
〈 サ 四 ）
為一都会之望利也、応永丁酉秩京師大丞相遥降釣帖陸之、以歯天下十利関左元帥左武衛大将
軍
、
特牒前建長審中和尚新
娃開堂之儀、蓋重肇始 於是乎相域諸山閤詞 謂云今之叢林亦百丈叢林也 今礼楽亦百丈礼楽也、所慨弛張有時興衰頼人有得其人執而行之、則祖道勃興其不域旋盤也哉遂背率作短疏遠致馳恋 意云
つ
中 略
戊成之歳三月日諸山疏へお）
とあり、前建長審中の入院とまたもって十利に列せられたこ之
から相陽諸山の疏があり、「特牒前建
長
審中和尚、
新腔開堂之儀
蓋重肇始也」とか「所慨弛張、有時興表、頼人荷得其人、執市行之」とある所を見ると・審中を称え、動もすれば一流相承 よっ精彩を欠きがちな興徳
寺
に前建
長
審中を入ドマせしめて作古の繁栄
を取り戻そうとしたのであろうし、十刺の昇位は葦名氏と の合意にもとづいて申請したものではなかったか そしてまた禅院の増立によって領主も家臣も
一様に自己の氏寺をもつことが、領
。
中時
部土中川義乗、化主詰阿
一
－ b ’ー一・ノ、
大工
主葦名氏にとっては何んらかの区別をつけ
、領
主の優位性とその
権威を保持するには他の家臣の追従することの出来ない十利位に陸らぜ、白からの権威の象徴としたかったに相違ない
。
なぜなら
ば十利位に昇るにも、十利に住持につくにも、新命住持は幾許かの官銭を幕府に納めなければならない 、取り てていう程の有利なものはない。強いていうならば官銭を納めて幕府より の公帖を受けるという名
誉以外になく十利位の西堂となるだけであ
る
。
外護者たる葦名氏の方では自家の氏寺は十刺であって他寺院
とは寺格が異るということを誇りたかったと見られ、その代償として新命性持のため 官銭を出費するというこ なのだと思われる
。
十利とは名日的には幕府が住持を任
命し
、法系に拘ることな
く十方住持制をもって貫く訳けであるが、地方 十利 どは一流相承の形勢が多いと思われ
。
盛政の子盛久については不詳である
。
盛久の子盛信はこれまで
の環渓派・大光派・源翁派など 従来 諸派よりも新たに伸展した大源派との結びつきが濃厚ではなかったか、傑堂能勝の行状に
〈 応 、 水 ）二
十八
辛
丑相依於会津城東山中、卜居結庵閑居、而酋帥葦名氏
聖
喜
入道煤信公、聞勝之道風入庵而参得崇仰無限突、是元来先
組有野孤之崇故子孫夫旗多、故実始尊信此宗、爾来子孫繁栄、仰以修造日増山号万松、寺名天寧祝之也
（幻 ）
とあり、従来の環渓・大光両派と洞門より摘出された源翁派を
含むのか、撰者南英謙宗はこれを野孤禅と称し、太源以来受け嗣がれ
た禅風をもって真の禅たる自負心を法らせていたと見られ
る。ともあれ盛信は傑堂の庵室に至って密々これに参じた のと
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忠われる。
傑堂一市寂ののちはすへ安四年の春に傑堂の法嗣南英は成田信の一招鴨
に応じて天寧に入
寺
した
。「会、津背
帥
葦名氏聖喜
入道盛
信公
、以
（ 傑 堂
能勝
U
天寧寺属謙宗、蓋以耕雲先帥其為閉山祖也、故不得拒之国々強領之、耕雲・種月並数日程也」（却）とある如く傑堂に参じたことから
、その弟
子市英に示
す関心は大きかったに違いない
。
宝徳
三年
に盛信は卒去し子盛詮が嗣いた 盛詮については不詳である。盛設
の子盛
高は
一 示 現
寺に対
して
左の
地を
寄進
してい
る 。
補任示現寺寄進事右会津耶麻郡小田付之村花
積
思地道党在家壱問、年貢
弐貫
六百
（ 有 ）
文之所永代寄進中所也、於子孫不可
o
相違、何為後日状如件
永正六年己巳七月五日盛
一角 （
却
）
とあり、永正拾年
に
も盛
高は示現寺領
中の棟別銭停止を命じて
い る 。
示現寺領
中棟別
事
永代全免許候並自然監勧進等中方候 不可有御信用候、然者
於
（ 不 〉
子孫。
可
有違変者
也、の
為後日之状如
件
永正拾年委国
八
月十八日盛高
（ 花
押 ）
一示現寺当性桃渓進覧（却
）
とあり、源翁派への帰依の表れであろうか、ともあれ禅宗に引
かれる所があったと見られ大光派たる
実
相寺二十一世
秦夫
の
室
中
にも度々参じ
、
預め実相寺公界に常勝院を創して白からの詞堂と
し、実相寺が十利位
に
昇る
の
も盛高の代であり、当住持は秦夫で
あったからである。足
利政氏の十
剃の牒に
寄進状より見た葦名氏の禅宗信仰について（葉貫）
奥
州安
古山
実
相守之が
可為関東十利之列之状如件
、水正十一年甲成三月二
十日
当寺住持秦夫和尚
（況
）
とあるによって知られる
。
盛高の子盛泌も示現寺に対する関心
があったか
奉寄進降…
奥同
会津一部現寺
於領中守護不入校棟別段銭何
事
も
永代全免許候
、初
為後日之状
如件
永正十四年ひ
の
とうし六月二十三日盛，滋（花押
）（ ぎ
とあり崎
高
の永正拾年の棟別銭に関する安捕状であって禅宗信
仰の詳細
に至
つては不詳である。或は比較的早世であったからか
も
知
れ
ない。盛滋ののちに弟盛舜が家督を嗣ぐが鹿舜の信
仰は密
教であり、内心は浄土門ではなか
っ た
か、或は各々の
宗
派に対し
て満遍なく庇護するという支配者としての公平性を保ったか禅に対
して明かの
関
心を
持ち
、
参禅の経歴のあ
る父盛
高
の牌を浄土
宗
高蔵寺に納めて菩提所と定め寺領を寄進するなどこれである
。
「寄進状
之
事右
門田荘東黒之内、高巌
寺
屋敷並門前田百五十刈
合三貫文之所、守護不入末代令寄進者也、於子々孫々、不可有相違
、何状如件大
永二年壬午三月二
十八日盛
舜 （ 花
押
） （
おことあ
り成道山の山号を葦名氏の系字に悶んで盛道と改
めさせるが如き
念仏門に対する多大なる関心を示した証左かも知れない。卒去の後は直盛創建の
宝
積寺に塔
じ
た
といわれる。
宝
積寺は前述
の如く
盛員室・直盛の母子によって創建されたが、盛舜の代まで五山派として存続したか否かは詳かでない
（号
。
天正年間には洞門（門派
左 馬 頭 （ 花 押 ）
二七
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不 詳 ）
の僧
によって維持され蒲生氏郷が封ぜられては関山派と変
り
、そ
れ以後
は
通幻派であって見れば天文二十二年の盛舜卒去の
代は如何なる宗派かは不詳で
ある
。
また天台宗の法用寺に対して陸奥会津法用寺
別当
職事
右彼所権大僧都
法
印長
源為寺
務知行、不可有相述、
於
御祈杭
者
任先例
可被
丹誠状如件
天文八年八月
三
日遠江守盛舜
へ お
）
法用寺別当権大僧都法向。（お）
とあって法用寺別
当
職に
対する安堵
状で
あって知
内静
訟を祈願
さ
せて
いたものと見られる。この様に念仏
・
密教に関心を示した
かの様に見られるが、
一面では車名累代
の外
護による興徳守の住
持に月航玄津を常州山小屋禅源寺より招聴し
た
の は
どう
も盛
舜の
様な気がする。『片航和尚語録』に ると妙心守瑞世
・
駿河川川見守
．常州禅源寺
・会津興徳寺
・ 品
川 州
、 氷 興
主
・
駿河消見寺再住と慌住
し、永禄三年に今川
義 一
五
が丘ハを挙げれば京に上
って竜
安寺の制官
に逃れた。逃れたというより今
川氏
刺の子太原崇字と月航とは同
門の兄弟であり、太原が弘
治
元年十月に臨
済
IJ
で寂した後は義一五
の挙兵 関 て何んらかの使命を持びて上京したのかも知れない 。
、 と
もあれ以後月航は会津に足を向け 様子がない
。
この様
に
見ると月航の興徳進住は天文 間であって盛舜の晩年であろうと忠われる。月航 後は述伝宗阪大虫宗山今
｜心
安宗可と受け嗣が
れ長
く関山派として現在
に烹
っ た
ヘお
）
O
成品舜の子盛氏については関山派と
化
した興徳寺との関係が波厚
二 八
である。『大虫ヰ和尚語集』を見ると下総大竜寺に住
した
大虫は
永禄バ一年に錫を東
北
に向けた。「愚被業風吹
、大
竜乍性
府未暖、
俄然狼焔起
、
草 川 地 焦 土
、人
境 一 但 家
、
子今蛸向無止
、
A 7
其
向奥北飛
錫
」と虎
此
宗 ／
ω
に伝
える如き、朝戦芥敗の動乱の中
にあ
っ
て安住
内
J地を見つけるに附窮したと比られる。それでも宗門の復興には
限りない愛着を持っていた
。
「駕於東日間十円利、按河後学初機
、
令
知宗門草料
、
時速至突尽突
、
五 ロ 道 東 突
、
王祝ここ
、
抑爾来物換且
移
、
朝桑芥海
、
不可勝
号 一問 者 乎
、
大原庄胡取
化 、
老和尚働問犬一場
、
（ 、 水
禄 四
年）（
れ い
愉 ）
川 出 亦 然
、
去歳臓十一一色年和尚示寂
、別伝
於江州催
J日刃、天鑑無私
、
敵莫揚外好
、
長禅和
尚法林県回、
五円 門 之
霊
光
殿鋭然独存
、方
歳と
（ 殊 栄 ）
と
老漢
江南
暮齢
八
十余、計立口指日
族
之耳、済庵老兄行脚、思一人
不卒憐察
、
呼
宗
門逐日
衰 （ 幻 ） 」
と
ある
如く宗問の面々についても
一 語 っ て い る 。
然して永椋十年には川仰を興徳寺に止めた。葦宅氏は盛舜の跡に
子成山氏が問ぎ
、
領国の経常にあたったが永禄四年には家督を子盛
興に譲って
い た
。入
寺した大虫は時として盛氏の招きに応じて喫
茶商畳
一を共にし
、
また問答向最に務めて
一J一 口 託 な
絶する
境地ケ求め
た
と見
られ
る
。
平氏遠
州
太守其為撚宗約絶
、
一点無俗気
、
以
雪月為友
、
以風
花為
賓
、朝
吟 十 社 一 訳
、
日 十 一 風 流 一 高 士 也
、
前年観
上岡光之次、倭歌
之名畑
、人
物之
旧跡、一々以岡
山 一 見
、収以
為相続版物、長不快乎
、
加之従幼川仰
11
釈氏
、
諮入
淵上之法
、
戦場
奪 一
九位斡旗
、
以為自
己吹毛、則円
前
万 境 、
殺活
刊在、将相馬祖下山鹿
老
、時
今 世 靴 排
出
、 一
円明
子喫茶所舟
、
千昨鼎雨茄々
、
山花札日米余
、
端午風舟
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山 入
Aり え 川 町 山 じ （ 号 、とめる如く大虫の日にも川流武人として吹ったらしい。また府
ド山川英主にある盛氏の保山山川長半蜘扶坐であれば盛氏の一信仰態度も白づから知一りれよう。そして主た右に記した大虫の文にも「従幼以仰一ナ釈氏、詩人州上之法、戦場客五位松旗」とある所を凡ると大虫と相日する以前 も大源派や涼翁派などの洞門禅僧との問に師相関係を結んでいたのかも知れない。なるほど盛氏は大源派との閃係を持っていた。盛伯の建立した天宗左は九世を数え当住仁尚北見
ωと盛氏とは密なる関係にあった「若松市史』はこれにつ
いて「天寧卜ずの僧仲如は盛 の師な、りしが 才能ある士にして罪科に処すべきものある川、禅如その宥免を清へば必ず之ケ宥認せり、是れ蓋し
f密に仲如に通じて有忠一日乞はしむるによるものなり
といふ」詰）とあって盛氏は苫忠
H
禅加の一三一口を良とし、治政面に
そ の 一 一 一 一 口 を 反 映 さ せ て い た も と け ん
b
れる。、水は十年に興徳与に入
院した大虫は盛興のために一間呑を供し、江市殊栄 法乳の恩に報いた
Q
そしてまた柳津円改守仏段再興落底式の導的を務めるなど
無責無肢の相越との交渉もあったらしい。これら仏政落慶 あった元屯二年の春が過きると大虫は輿位午を辞し、常陸を岡 遊して再び下総大屯与に住した
υ
何叫しか元色も改元されて天正一一一年と
なると盛興は父盛氏 先き立ち不帰の人 なった（判）
Q
イJ
背
hf
） 聞
いた大虫は、
（ 二 ハ 半 ）
奥北津川向之太守芦名盛附（公、不意中氏林鈍初、俄然一叩逝去、計音到処、無不働央突、興徳乍住、頗比‘九秋佳、示修師似之出、剰蒙鴻思、誠情之所錯、漫述一伯、従老一段云
寄進状により見た葦名氏の禅宗信仰ついて（葉貫
准為英雄不湿衣、悶浮夢境党狛非、バ師名、駐車原岡 可惜先秋一葉飛、（幻）
L」述べ背日の鴻思に報いると同時に盛興の死を悼み悲しんだ。
見出の亡きあと盛氏は再び黒川の本城に入って政務を掌握した。下総に去った大虫は大屯寺は兵火に躍り、再び盛氏の招特に応じて興徳寺に向かった。「野出十霜以前、乍住当山、漸住五秋佳、不意以支回陽之故山、惟時八州之触歪爪潰 避恨削於奥北、何
小 ぷ ほ 十 年 ） （ 一 氾 泊 二 年 ）
幸草津防興徳之主席、従丁州到辛未今抜春之季 応英租之佳招、再掛錫於瑞雲山、的呼川mu称不浅者乎（必）」と初住の一因縁 凶顧はしたものの定住することもなく再び席を起って那須雲岩寺に住した。大虫の去った興徳寺は淋し が盛氏は大源派との問に再び悶係を持ち始めた。永正十一年八月麟党の建立した勝方寺に対して天正七年に「越僧点山米住 葦名盛氏被附於寺産及山林若干（竺」とある如く点山との交渉があったらしく、禅に対する関心は技々ならぬものがあったと見られる。大虫が雲山石寺に住した翌年に盛氏は卒去し 悶紋浅から九盛氏の死 対 て
野拙十有年前、東奥遊陪之次、就於津川問、興徳小院之傍送三冬、帰蒙賢太守盛氏公之命、興徳乍住漸過三五秋、予以夏有閑左之行、雨米防絶一折 不意天正人林鈍半、賢太守上々斉、俄然被易賞、計官到処、換子槌胸叫蒼天拙也年一 君 希無進一歩刀、水
遠山長、忠而叱之、謹綴一絶充一住香信云
可惜英一川換骨仙、計背到処川斉天、武名古住一日
J凡、影落芦花浅水辺
d（ 叫 ）
とある如く盛氏の死を悼みて会、津に行かんと忠い馳せるが老躯
二九
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の為せる所でないとして一絶を供してこれに充てた。
盛氏の後は須賀川二階堂氏より養子となった盛隆によって受継
がれた。
盛隆の示現寺への状に右利根河年貢新田伊賀守無沙汰申候条、任御理及成敗候、於向後も年貢無沙汰之族供者、可被仰理候 則成敗可申候、仰為後日進置一社状如件
天
正拾一年奨未三月十七日盛降
花押
（必 ）
とあって応永二十九年に 政によって寄進された下利根河の代
官新聞伊賀守の年貢未進について、盛隆の裁割にも ずいた安堵状である
。
そしてまた翌年にも盛隆は一部現
寺塔頭に対
する寄進を
承認している。
（ 術 ）
右那摩郡下柴之内高松寺分七百廿苅、安楽 分五百刈、白山めん
（ 前 ）
田六百五十苅、天神めん田百三十苅、合而仁千苅之所、年貢八
（ 面 ）
駄、河沼荘よ田之内阿弥陀めん田年貢仁駄、両所合て十駄之所、永代示現寺明月院江令寄進一助也、於向後、為不可有相違、御判形申請所進也、仰如件
（ 降 実 ）
天正十二年九月十七日富田能弦守（必）
とある如く盛降の判形を受けて富田氏は左の土地を寄進している。晴月院塔主は如何なる人物か詳かでない。路隆の子亀玉丸は夫死し
、その後は佐竹
義重の二男義広を擁
して盛
重と称してその
統を嗣がせたが、円十や
葦名氏の前途に
は附
雲たなびき伊達氏の権
謀術数 もって計 行為と、葦名家臣同の不統一は伊達氏の軍勢を迎い撃つに十二分ではなかった。天正十七年七月正日夜に王宗
。
は猪苗代盛岡の手引によって猪苗代城に入り、会津葦名勢に備えた。然して盛重は同夜亥の刻円十くも本城を離れて大寺に陣し、先陣富旧将監・二陣佐瀬河内守・コ一陣松本源兵衛・本陣佐竹・大沼勢・五陣平間・耶麻郡勢などの軍評定をなし、合計一万六千五百余騎が筆を焼き明けゆく空を見守った。明けて六日正宗は二 二千余の軍兵を容し摺上限を東西に挟んで陣し、郊の刻には両軍の合戦が展開した。然しながら猪苗盛同・松本太郎の謀反と佐瀬河内．横田形部の傍観的戦術 決して
葦名勢に有
利ではなかった
O B
）
十日盛重は葦名 統 除かれて葦名氏の存亡は終末を告げ、佐原義連以来の奥北 重鎮は妥に姿を消 た。佐竹氏が秋田に転封になれば盛重は秋川角館に一万 千石 領 、 信 創建した天寧ト寸住僧を招聴して 同名の天寧寺を創建した。〔 注 〕
（1
） 
『尊卑分脈」、
「新宮雑集記』、『若松市史』上巻四二一
一 一
貫 、
坂内
万氏『
会津史論
考』会津市矢談
会誌
三
十周年紀念号
『 新 宮
雑
葉記」、「若松市史』上巻一三頁
『音書鏡』嘉禎一一一年六月一日の条『五日会鏡』により必盛
・頼連の出府状況を示すと次表の
通りである。
（2
） 
（3
） 
（4
） 
人
名
伊 ん
l日 川 口
M
一一脳連
一一 会 盛
一光民
一時速
一 盛 時
建長八・正・一
一
ム
ご
しい 一
… 一
康元元・正・二一
一 口
正・一二一ム口一一
． 
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（5
） 
光盛・泰盛の卒去年代については諸書の伝える処に異同がらる。光磁は承久三年（一二二一）五月九日（新宮雑葉記）と文永五年（一二六八）五月九日六十五土（葦名家由緒考証）の二説があるが康元元年（一 五六）に時艇と共に出家するのであるからえ
4久三年説は誤りである。
泰盛は弘安九年（一 八六）一一一月二日八十七上（葦名系悶異本）と正和一二年（一三一四）七月朔日七十九才（革名家由緒考証）の二説がある。然しながら光盛の卒去の
寄進状より見た葦名氏の禅宗信仰について（葉貫）
（6
） 
（7
） 
年の文永五年から六五年逆算すると元久元年三二
O
四 ）
となり、泰惑の弘安九年から八七年逆算すると正治二年（ 一 二
OO
）となって子泰盛の生年月日が父光盛より目ナい
ことになるので弘安九 説は誤りで正和三年七十九才が正しい様で泰盛は光盛ゴ一十四
t
の子ということになる。
長盛の子盛宗は「草名由緒考証』によると暦応元 卒去で当時は一七上であ から鏡堂招将などは考えないであろう。『会津旧事雑考』の徳治元年の条に 盛宗 はないかとの説をなして る。『鏡堂録』「新編会一洋風土記』巻一七、若松の問、「会津風土記』続々群書類従第八地理、 巻 三、などによると復庵の開創とい ことであるが実は二世紹豊の関山で復庵は勧請と見られる「会津旧事雑考』巻一二、「新宮雑葉記』「会津旧事雑考』巻一・一『太平記』一三、『葦名系明』「新編会津風土記』巻二二、 津旧事雑考 ニ 『若松市史』上巻四三四頁『新編会津風土記』巻一提要之一、『若松市史』上巻二O頁『会津風土記」「新編 風土記』巻会津郡之七一会津旧事推考』、「新編会津風土記』巻一七
（8
） 
（9
） 
（ 叩 ）（ 日 ）（ ロ ）（ 日 ）（μ
） 
（ 日 ）
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法政史学
第一六号
（ 日 ）（ 口 ）（ 日 ）（ 印 ）（ 却 ）（幻）（泣）
玉村竹二氏『五山文学』第八苧ニ節参両…「会津旧事雑考』丸一」四、『新端会津風土記』巻一セ右同『新調会津風土記』を一七右同右同「新刷会津風土記』巻六日、「会出旧事給与一在日、「ぷ現手文書」白州宗古文一山下古川収F 4
ド 仰
『新刷会一日河内土日仏 巻一三「五名家回路考証』によると満註は詮誌の子に記してあり、沙弥桔仁は満日悼の悦年であるといわれる、（「若松市史』四三五頁）。また「法言一球目雑誌』にこれら興徳寺鐙銘が記されてあり、その奥苔に「法宗主十八世一副悉、嗣法霜政一一人也」とあって球渓派たる寄中貞察を大光派たる寄仲宗芯にあてているが乙れは制者の誤りである。『新一端会津風土記』巻二ニ「新制会津風土記』判官三
J一 － 同 十
h x
誠心不撰「閉山保立行状』
右同第一一一世述犬出「第二世市英行状』『新一相会比胤土記』在六凶、耶麻郡一一、 一不況守文書」右同「新刷会出夙土記』を 七お松凹、『会出風土記』「新川刷 洋風
hハ凹、耶麻郡一一「一不現寺文書』
『会注旧事雑考』
（ お ）（担）（ お ）（ お ）（ 幻 ）（ お ）（ 却 ）（ 却 ）（ 訂 ）（詑）（ お ）
（ 引 吋 ）
『新一桶会津風土記』巻一七若松日高蔵寺、同巻三二会津郡七宝積寺「新一編会津風土記』を七五大沼郡四雀林村法用『悶ハ徳寺住持位次』『延宝伝ほ鈷』「本朝高僧伝』『大虫不和尚語集』右同『若松市史』二八頁「葦名由緒考証』
0
「葦名系図』は何れも天王三年六月五
日卒であるが『大虫卑語集』は「甲戊林鐙初」とあって天正二年となっているが今は前説に従っておく、『 大 虫 比 一 冶 集 』右同「会津目事雑多勺』巻四『大虫
ι’和尚話集』
『新端会出風土記』巻六回、耶麻郡一一『示現寺文書』JJ
」 什
e
J11 「草名家記』『伊達日記』詳書類従二十一件合械部所収
（ お ）（部）（ 幻 ）（ お ）（
m U
） 
（ 却 ）（ 日 出 ）（ 必 ）（日目）（ 斜（羽）（判）（訂）
（ 一 二 ）
以上粗雑ながら寄進状を辿して見た葦名氏の禅宗信仰について
見て米た。草名氏もその始めは五山禅僧の招時、禅院の建立修復、荘園的所領の寄進と庇護のあり方も地方支配者としての面日を発揮して来た。然しながら時代が移るに従って荘園的所領から日山間的守釦へと寄進される一凹
pおも縮小し、果ては伽藍の修補程度
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となったと見られ、天正十七年にはついに減亡への運命を辿った。葦名氏は滅亡したが庇護に預った大小の寺院は中興檀越に引継がれるものは存続し、そうでないもの 退転するか、新たな布教方法を考案して法燈維持を図るか、何れの一方を選ぶかにあった。然しながら有力檀越を失っ 住僧は市井市中に出で、または田夫野人・農夫樵翁の聞を按化行脚して新たな外護者を求め 能動的な行動を取らざるを得なかった。然しながら当初より有力な大檀越を持 ない禅院も存在 、これらは多く林下諸派に見られ、彼等は彼等なりの布教方法
H
神人化度の説話などを巧みに用
いて発展への道を歩んだ。そしてまた葦名氏の信仰的態度は少なからずその家臣団に影響したがこれについては後日の機会に譲ることにして欄筆 。
法
政史学第十五号
史学科創設十五年記念特集
1 1 1 1
目
記念号発刊に当って：：・：：
ji
－ －ji
－ － ： 竹
熱田社の起源につい ： ：：：：：：：前中世仏教と武士との関係
！ll
円覚寺所領をめぐって
li
－ － － 富 塚
嶺上之証人衆跡私考
ji
－ － ： ：
ji
－ － ： ： ： ・ 石 渡
大友氏家臣団について 一考察
11
加判衆考察
の問題点
ll
－ － ： ： ： －
ji
－ － ： ： ・ ： ： 芥 川
川内
明直
久良
隆智
之夫
竜
男 ・
四
寄進状より見た葦名氏の禅宗信仰について（葉貫）
秀吉の小田原城攻略に関する古文書について
ll
特に福井県丹生
郡越廼村法雲寺の古文書を中心に！
i
・：坪内晋・：五四
近世における護岐金毘羅門前町の研究：・土居光子・：五八川越藩にお 三富の新田開発
1
土地構成と
その後の階層分化
i l i
－－：：：：：永浜先義・：七
O
関東農村における寛文延宝検地について
11
武州榛沢郡
荒川村の場合
I l i
－ － ：
ji
－－：：：・：青木良子・：八五
貞享元年の津軽藩の検地について：：：・：花田義弘 ：一
O
三
『暦象新書』の研究
11
主として
その物理学について
li
－－：：：：：大森実・ 二四
江戸時代後期における宿駅の実態
li
日光例幣使街道柴宿
及び八木宿を中心として
I l i
－－：：・：丹治健蔵：・一二七
化政期における会津藩の江戸湾防備：：：高橋令治：・一四五徳川昭武の渡欧と
仏国博覧会出品の意義
ji
－－：：・：黒江俊子・：一五九
士族授産の一考察
ii
静岡県牧野原の
開墾について
l i l
－－：：：：：：：：・：中山道生・：一七二
明治初期の樺太問題と政府要路：：：：：：安岡昭男：・一八二国立銀行と為替業務
li
第百国立銀行を
中心として
li
－ － －
ji
－ － ： ：
ji
－－－新井挟博・：一九七
紫浜会の政 思想
l！｜明治一
0
年代の
保守主義政党
li
－ －ji
－ －ji
－－－新藤東洋男・：二
O
九
板沢武雄先生追悼：：
ji
－ ： ： ： ：
ji
－－ 丸山忠綱：ムゴ三
略年譜：：：・
ji
－ ： ・ ： ：
ji
－ － ： － －
ji
－ － ： ・ ： ： ： 二 三 六
著書・論文目録：：
ji
－ － ： ： ： ： ：
ji
－ ： ： ： ： ：
ji
－ － ： ・ 二 四 二
発表要旨ハ大会・例会・大学院）・：：：：：：：：・二五二会報・学的消息
ji
－ － ： ： ：
ji
－ － ： ： ： ： ：
ji
－ － － 二 七 一
五一 九
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